
守谷型カリキュラム・マネジメント ２０１９年度より導入 

基本方針 教育課程の枠組みを変え教職員にやりがいを ～形を変え意識を変える～ 

 「週３日の５時間授業」による児童生徒の学びの充実と働き方改革を推進 

 

 

 

「守谷型カリキュラム・マネジメント」の実際 

１ 前期・後期制の導入と夏季休業日の短縮等による授業日数の確保 

前  期（４月１日～１０月の第２日曜日まで）   〇 中学校の例 
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後 期（１０月の第２月曜日～３月３１日）  
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〇 守谷市の恵まれた教育環境を生かし、夏季（８月下旬）授業や前・後期制を導入すること

で、週３日を５時間授業日とする。 

〇 児童生徒及び教職員の双方における日常の負担の平準化により、児童生徒の学びの質

の保障や、教職員の働き方改革による教材研究の充実・児童生徒と向き合う時間を確保す

る。 

約１００日 

約１００日 



２ 授業日数の確保によって実現する「週３日の５時間授業」及び「部活動改革」 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに詳細を知りたい方は 

 

〇 「子育て王国もりや」実現に向けた学校教育改革プラン（守谷市教育委員会 HP）  

  https://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate_kyouiku/kyouiku/1002690/index.html 

 

〇 学校の働き方改革に「週 3日 5時間授業」 「形を変えれば意識は変わる」 

茨城県守谷市教育長が語る市独自の取り組み（AERA dot.掲載記事 ２０２３年８月１８日） 

  https://dot.asahi.com/articles/-/198314?page=1 

 

 〇 時間外勤務が約半分に､守谷市の｢週 3日 5時間授業×教科担任制×部活動改革｣ 

                        （東洋経済 education×ICT掲載記事 ２０２４年１０月２６日） 

   https://toyokeizai.net/articles/-/835020 
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中 学 校  例：スタンダードシーズン 
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「守谷型カリキュラム・マネジメント」の成果 

１ 全国学力・学習状況調査 質問紙調査より 

 Q 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま

すか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活

用して学ぶ時間も含む） 
 令和６年度 小学校６年生 

 ３時間以上 ２～３時間 １～２時間 ３０分～１時間 ３０分より少ない 全くしない 

守谷市 
16.1 14.0 

39.3 22.6 7.0 1.0 
３０．１ 

茨城県 
9.1 13.7 

35.6 28.3 10.4 2.8 
２２．８ 

全 国 
11.0 12.5 

31.1 27.0 13.0 5.3 
２３．５ 

    

令和６年度 中学校３年生 

 ３時間以上 ２～３時間 １～２時間 ３０分～１時間 ３０分より少ない 全くしない 

守谷市 
９．４ ２７．３ 

３５．７ １４．７ ７．５ ５．１ 
３６．７ 

茨城県 
７．２ ２２．４ 

３７．１ ２０．２ ８．７ ４．２ 
２９．６ 

全 国 
９．２ ２２．５ 

３２．６ １８．４ １０．４ ６・６ 
３１．７ 

週３日の５時間授業の実施、部活動改革によって下校時刻が早まったことによって、家庭で学

習する時間が、県や全国と比較して長くなっています。 

 

   Q 放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか。（複数回答） 
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放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか。（小学校６年生） 単位：％

H30（カリ・マネ実施前） 小６

R６ （カリ・マネ実施後） 小６



 

   週３日の５時間授業の実施や部活動改革によって下校時刻を早めたり、土日のいずれかを部活

動停止日としたりすることで、放課後や週末の過ごし方に余裕が生まれました。自分にとって興味

のある習い事やスポーツをして過ごしたり、友達と遊んだりして過ごす割合が増えていることが分

かります。その他、地域の活動に参加する児童生徒の割合も増えてきています。 

 

２ 先生方の声より   

守谷型カリキュラム・マネジメント・部活動改革導入時に実施した教職員アンケートより 
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放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか。（中学校３年生） 単位：％

R4（部活動改革実施前）中３

R6（部活動改革実施後）中３

退勤時刻が 

早くなりました！ 

子どもたちと話す時間

が増えました！ 
教材研究の時間を

確保できるように

なりました！ 

学年会の回数を 

増やせました！ 

子どもたちについて話し合う 

時間に使っています！ 

生徒たちの疲れが 

少なくなって 

ケガが減りました！ 

退勤時刻の目安を決めて、効率的に

業務を行うことを目標にしています。 

やれることを時間内に 

行うことがプロだと思って

仕事に取り組んでいます。 


